
　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

前
岩
手
県
知
事
で
元
総
務
大
臣

の
増
田
寛
也
氏
を
中
心
に
ま
と
め

た
論
文
、『
２
０
４
０
年
、
地
方

消
滅
。「
極
点
社
会
」
が
到
来
す

る
』
で
は
東
京
圏
へ
の
人
口
流
出

が
止
ま
ら
な
け
れ
ば
、
20
歳
か
ら

39
歳
の
若
年
女
性
の
減
少
に
よ
っ

て
多
く
の
自
治
体
が
立
ち
行
か
な

く
な
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。
急

激
な
人
口
減
の
深
刻
さ
を
強
調
す

る
う
え
で
あ
え
て
地
方
消
滅
と
い

う
表
現
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

　

対
照
的
に
東
京
大
学
名
誉
教
授 

大
森 

彌わ
た
る

先
生
は
、
住
民
人
口
が

減
少
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
市
町
村
の

存
在
理
由
は
増
す
の
で
消
滅
は
起

こ
ら
な
い
、
起
こ
る
と
す
れ
ば
自

治
体
消
滅
と
い
う
最
悪
の
事
態
を

想
定
し
た
ゆ
え
に
人
び
と
の
気
持

ち
が
萎な

え
て
し
ま
い
、
市
町
村
が

そ
れ
に
挑
戦
す
る
気
持
ち
を
失
っ

て
し
ま
う
場
合
で
、
自
然
条
件
や

社
会
、
経
済
的
条
件
が
厳
し
い

地
域
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
自
主
自
律

の
気
概
で
そ
れ
を
乗
り
越
え
よ
う

と
す
る
住
民
の
強
い
意
志
が
あ
れ

ば
、
市
町
村
が
消
滅
す
る
こ
と
は

な
い
と
述
べ
て
お
り
ま
す
。

　

国
は
「
地
方
創
生
」
を
内
政
の

最
重
要
課
題
と
し
ま
し
た
。
国
と

地
方
は
人
口
減
少
克
服
と
地
方

の
創
生
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
る

と
し
て
お
り
「
地
方
創
生
」
は
少

子
高
齢
化
や
人
口
流
出
な
ど
極
め

て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
市
町
村
に

と
っ
て
新
た
な
展
望
を
拓ひ

ら

く
政
策

と
思
い
ま
す
。
人
口
減
少
や
超
高

齢
化
と
い
う
直
面
す
る
最
重
要
課

題
の
克
服
に
向
け
て
国
と
地
方
は

緊
密
、
強
力
に
連
携
し
て
戦
略
的

政
策
を
描
き
構
造
的
問
題
の
抜
本

的
な
対
策
は
急
務
で
す
。
町
と
し

て
は
総
合
戦
略
や
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

な
ど
人
口
動
態
を
含
め
そ
の
分
析

と
取
り
組
む
べ
き
施
策
、
そ
の
具

体
的
な
実
行
策
を
企
画
、
立
案
し
、

議
会
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
こ

れ
を
実
行
す
る
こ
と
が
極
め
て
重

要
で
す
。
町
政
へ
の
姿
勢
は
、
ご

高
齢
者
を
敬う

や
ま

い
尊た

っ
と

ぶ
、
畏い

け
い敬
の
念

と
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
責
任

を
も
つ
町
政
で
あ
り
た
い
と
常
に

心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
町
政
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

平
成
27
年
１
月
１
日

市
川
三
郷
町
長

久  

保  

眞  

一

未
年
。

地方創生

■
身
の
回
り
の
た
く
さ
ん
の
羊
た
ち

　

羊
が
家
畜
化
さ
れ
た
の
は
今
か
ら

８
千
年
以
上
も
昔
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
馬
が
家
畜
化
さ
れ
た
の
が
５
千

年
前
で
す
か
ら
、
羊
と
人
間
と
の
付

き
合
い
は
か
な
り
長
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

西
暦
５
９
９
年
、
推
古
天
皇
の

時
代
に
、
百く

だ

ら済
か
ら
２
頭
の
羊
が
贈

ら
れ
た
と
日
本
書
紀
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
羊
は
乾
燥
し
た
風

土
が
好
き
な
の
で
、
湿
気
の
多
い
日

本
の
気
候
に
は
合
わ
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
、
あ
ま
り
繁
殖
し
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。

　

近
代
に
な
っ
て
政
府
は
、
消
費
が

増
加
し
た
羊
毛
の
国
内
自
給
を
図
る

た
め
に
、
緬
羊
（
め
ん
よ
う
、
家
畜

の
羊
）
の
飼
育
を
奨
励
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
、
気
候
な
ど
の
影
響
に
よ

る
試
行
錯
誤
は
あ
り
ま
し
た
が
、
次

第
に
頭
数
も
増
え
続
け
、
多
い
と
き

に
は
全
国
で
１
０
０
万
頭
近
く
が
飼

育
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

北
海
道
な
ど
を
中
心
に
、
１
万
数
千

頭
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

羊
に
は
、「
お
と
な
し
い
」「
群
れ

に
な
る
」
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
、
何
よ
り
も
私
た
ち
が
実
感

で
き
る
の
は
、
ウ
ー
ル
の
セ
ー
タ
ー

な
ど
の
「
羊
製
品
」
で
す
。
羊
か
ら
は
、

衣
・
食
・
住
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
羊
毛
は

衣
類
や
寝
具
に
、
羊
毛
脂
は
せ
っ
け

ん
や
化
粧
品
に
、
肉
は
さ
ま
ざ
ま
な

肉
料
理
に
、
皮
は
バ
ッ
グ
や
敷
物
に
、

乳
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
乳
製
品
に
、

と
い
っ
た
具
合
で
す
。
十
二
支
の
中

で
は
比
較
的
な
じ
み
の
薄
い
羊
で
も
、

私
た
ち
の
回
り
に
は
た
く
さ
ん
の
羊

が
い
る
の
で
す
。

　

２
０
１
５
年
は
未

ひ
つ
じ
ど
し年
で
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
新
た
な
気
持
ち
で
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
議

会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
新
春

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
２
月
の
記
録
的
な
大

雪
に
始
ま
り
、
土
砂
災
害
や
火
山

噴
火
、
地
震
被
害
等
、
全
国
各
地

で
大
き
な
天
災
が
発
生
い
た
し
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
と
の
戦
い
を

通
し
て
、
人
と
人
、
人
と
地
域
、
地

域
と
行
政
、
行
政
と
議
会
の
結
び

付
き
が
、
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
を

痛
感
し
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
改

め
て
、
町
ぐ
る
み
の
「
共
助
」
の
重

要
性
を
、
し
っ
か
り
と
認
識
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
の
議
会
の
役
割

は
一
層
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
、

一
昨
年
「
議
会
基
本
条
例
」
を
制

定
し
、
議
会
の
役
割
・
議
員
の
使

命
を
明
確
に
す
る
と
共
に
、
町
民

の
意
思
を
反
映
す
る
た
め
の
議
会

活
動
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
明

言
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
今
ま
で
以
上
に
、
広
く

皆
様
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
な
が

ら
、「
顔
の
見
え
る
議
会
」
を
目

指
し
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
そ

の
一
つ
と
し
て
「
議
会
報
告
会
」

開
催
を
実
現
す
る
た
め
、
具
体
的

な
取
り
組
み
を
進
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
十
周
年
と
い
う
大

切
な
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
が
、

直
面
す
る
町
政
の
課
題
に
対
し
て

は
町
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

必
要
性
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

間
も
な
く
一
年
を
迎
え
る
峡
南

医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団
。
地
域
完

結
型
医
療
の
実
現
の
た
め
市
川
三

郷
病
院
の
充
実
は
、
町
民
の
切
な

る
願
い
で
す
。

　

更
に
、
峡
南
地
域
に
お
け
る
県

立
高
校
再
編
成
に
つ
い
て
は
、
市

川
高
校
を
必
ず
存
続
さ
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
議
会
は
、
町
民
の
声
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
課

題
に
引
き
続
き
真
剣
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願

い
す
る
共
に
、
ご
多
幸
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

平
成
27
年
１
月
１
日

市
川
三
郷
町
議
会
議
長

三 

神  

貞 

雄

「顔の見える議会」を目指して

■
他
の
動
物
と
比
べ
ら
れ
る
羊

　

「
羊
」
を
用
い
た
こ
と
わ
ざ
が
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
。

　

「
群ぐ

ん
よ
う羊

を
駆か

っ
て
猛も

う

こ虎
を
攻せ

む
」
は
、

弱
い
羊
を
集
め
て
強
い
虎
を
攻
撃
す

る
こ
と
。
勝
ち
目
が
な
い
の
に
弱
い

も
の
た
ち
が
連
合
し
て
強
い
も
の
を

攻
撃
す
る
こ
と
の
た
と
え
で
す
。

　

こ
と
わ
ざ
の
中
で
も
、
羊
は
群
れ

と
し
て
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

「
羊よ

う

と

う

く

に

く

頭
狗
肉
」
は
、
羊
の
頭
を
店
先

に
つ
る
し
、
実
は
狗
（
犬
）
の
肉
を

売
る
こ
と
。
見
せ
か
け
は
立
派
で
も
、

中
身
が
そ
れ
に
伴
わ
な
い
こ
と
を
い

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
羊
は
、
他
の

動
物
と
並
べ
ら
れ
た
り
、
比
べ
ら
れ

た
り
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

悩
み
を
抱
え
、
困
っ
て
い
る
人
は

「
迷
え
る
子
羊
」
に
た
と
え
ら
れ
ま
す
。

「
多た

き

ぼ

う

よ

う

岐
亡
羊
」
は
、
別
れ
道
が
多
い
た

め
に
逃
げ
た
羊
を
見
失
っ
て
し
ま
う

と
い
う
意
味
で
、
方
針
が
多
い
た
め

に
、
ど
れ
を
選
ん
だ
ら
よ
い
の
か
困
っ

て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

■
２
０
１
５
年
も
明
る
い
社
会
を

　

「
未み

」
と
い
う
漢
字
は
、「
未
然
」

や
「
未
来
」「
未
完
成
」「
未
発
表
」

な
ど
、
ま
だ
時
が
来
な
い
こ
と
、
ま

だ
物
事
が
終
了
し
て
い
な
い
と
い
う

意
味
で
使
わ
れ
ま
す
。

　

昨
年
の
日
本
列
島
は
、
大
雪
や
豪

雨
、
火
山
噴
火
や
地
震
な
ど
、
多
く

の
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
や
経
済
の
立
て

直
し
な
ど
、
地
域
に
は
ま・

・だ
多
く
の

課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

群
れ
を
な
し
て
活
動
す
る
羊
は
、

家
族
の
安
泰
や
地
域
の
平
和
を
連
想

さ
せ
ま
す
。
２
０
１
５
年
も
皆
で
協

力
し
合
っ
て
、
平
和
で
明
る
い
社
会

を
築
き
た
い
も
の
で
す
。
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臨時職員等登録者募集情報

■
職
務
内
容
　
※
は
有
資
格
者

　
一
般
事
務
補
助

　
学
校
用
務
員

　
学
校
司
書
※

　
司
書
※

　
図
書
館
事
務
補
助

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手

　
調
理
員

　
栄
養
士
※

　
公
民
館
主
事

　
公
民
館
管
理
人

　
文
化
財
事
務
補
助

　
体
育
施
設
管
理
人

　
観
光
施
設
管
理
人

　
道
路
補
修
作
業
員

　
用
務
員

　
保
育
士
※

　
看
護
師
※

　
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
※

　
保
健
師
※

　
温
泉
施
設
受
付
兼
事
務

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

　
児
童
館
指
導
員

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
指
導
員

　
業
務
員

　
医
療
事
務
※

　
駅
乗
車
券
販
売
員

　
町
単
講
師
※

　
公
営
企
業
会
計
事
務
※  

な
ど

■
採
用
方
法

　
各
所
属
に
お
い
て
必
要
に
応
じ

登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
審
査

（
書
類
審
査
、
面
接
）
を
実
施
し
、

任
用
さ
れ
る
方
に
通
知
し
ま
す
。

■
申
込
対
象

　
満
18
歳
以
上
64
歳
以
下
の
方

（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

■
勤
務
条
件

【
勤
務
場
所
】

　
本
庁
、
支
所
、
出
先
機
関
又
は

勤
務
（
作
業
）
現
場

【
任
用
期
間
】

　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
28
年
３
月
31
日
の
間

（
期
間
は
６
カ
月
の
範
囲
内
）

で
、
最
長
６
カ
月
の
期
間
を
延
長

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
勤
務
日
】

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
週
５
日

以
内
の
勤
務

＊�

司
書
、
図
書
館
事
務
補
助
、
公
民
館

管
理
人
、
体
育
施
設
管
理
人
、
観
光

施
設
管
理
人
、
温
泉
施
設
受
付
兼
事

務
は
土
日
勤
務
及
び
祭
日
勤
務
が
あ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

＊�

公
民
館
主
事
（
２
施
設
の
み
）、
医
療

事
務
は
土
曜
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

【
勤
務
時
間
】

　
原
則
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

（
職
種
に
よ
り
勤
務
時
間
が
変
わ
る
場
合

や
短
時
間
勤
務
も
あ
り
ま
す
）

【
賃
金
等
待
遇
】

　
町
臨
時
職
員
取
扱
規
程
等
を
適
用

■
受
付
期
間

　
平
成
27
年
１
月
16
日
㈮
ま
で

■
申
込
方
法

　
本
町
指
定
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
写
真
を
貼
付
の
う

え
、
役
場
総
務
課
庶
務
係
ま
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
（
郵
送
可
）。

提
出
さ
れ
た
履
歴
書
は
返
却
い
た

し
ま
せ
ん
。
指
定
の
履
歴
書
は
町

総
務
課
で
お
渡
し
し
て
お
り
ま
す

が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
登
録
有
効
期
限

　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

28
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

＊�

就
職
な
ど
で
登
録
を
取
り
消
し

た
い
場
合
は
速
や
か
に
連
絡
し

て
下
さ
い
。

問 町総務課庶務係（制度に関する問い合わせ）
　☎ 055-272-1102

業務に関する問い合わせは、各担当におつなぎします

 受付期間

１月16日金 
まで

　町では、平成 27年度に臨時職員などで仕事を希望す
る方の登録を行います。
　今までの応募制度から登録制度に変更となりましたの
で登録を希望する方は、下記によりお申し込み下さい。
　なお、町の臨時職員等の採用は、この制度に事前に登
録していただいた中から必要に応じ選考で決定するもの
で、任用を約束したものではありませんのでご了承下さい。
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町
教
育
委
員
会
で
は
毎
年
、
事

務
の
管
理
や
執
行
の
状
況
に
つ
い

て
点
検
や
評
価
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
広
く
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

評
価
方
法
は
、
５
名
の
教
育
委

員
が
委
員
会
内
の
業
務
が
適
正
に

執
行
さ
れ
て
い
る
か
、

左
表
の
３
項
目
を
基
本

的
な
考
え
方
と
し
て
５

段
階
で
自
己
評
価
し
て

い
ま
す
。

　

評
価
の
結
果
、
27
項
目
の
平
均

値
は
３
・
８
で
、
最
も
高
か
っ
た
の

は「
学
校
等
の
施
設
の
充
実
」で
４
・

８
で
し
た
。
ま
た
、
最
も
低
か
っ

た
の
は
「
国
際
交
流
に
あ
た
り
、

町
民
の
地
域
理
解
が
向
上
し
て
い

る
か
」
の
３
・
０
で
し
た
。

　

そ
の
他
と
し
て
は
「
大
同
地
区
公

民
館
が
完
成
し
、
今
後
の
生
涯
学
習

の
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
る
」「
市

川
三
郷
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
設
立

３
年
と
な
り
会
員
も
増
加
し
、
多
く

の
事
業
に
参
加
し
活
動
し
て
い
る
」

「
教
育
環
境
整
備
の
充
実
に
よ
り
、

学
校
に
お
い
て
児
童
生
徒
一
人
ひ
と

り
に
き
め
細
か
な
指
導
が
な
さ
れ
、

落
ち
着
い
た
学
校
生
活
が
な
さ
れ
て

い
る
」
と
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

評価のための基本的な考え方

① 総合計画の『やすらぎづくり～日本一の暮らしやすさをめざして』

を基本方針に市川三郷町の教育「学ぶまち」を基本的な考え方と

して、実態に合ったものとする。

②委員会事務の改善と説明責任を果たすことを目的とする

③ ５段階絶対評価とし、シンプルで誰にでもわかりやすいものとする。

 教育委員会の通信簿
平成25年度町教育委員会の
事務の管理、執行状況の点検
と評価

平成２５年度町教育委員会の事務の管理、執行状況の点検と評価

項　目 観　点 評価の
平均値

生涯学習
の充実

公民館活動の支援は充実しているか。 4.0

生涯学習推進のため各講座は充実しているか。 3.8

図書館事業は充実しているか。 4.4

青少年健全育成に努めているか。 3.2

生涯スポーツ
の振興

町民の体力づくりの向上は充実しているか。 3.2

体育施設の管理及び充実に努めているか。 4.0

スポーツ活動の振興に努めているか。 4.0

関係団体と連携して事業を進めているか。 3.8

スポーツの指導者育成に努めているか。 3.2

スポーツ愛好者の底辺拡大に努めているか。 3.8

文化・芸術
の振興

文化の振興に努めているか。 4.4

文化財の保護、継承の支援活動が充実しているか。 3.6

「本物」に触れる機会の提供に努めているか。 3.4

体験学習
の推進

地域の特色を生かした体験学習プログラムは提供できたか。 3.6

伝統産業の技術を体験できる機会を提供できたか。 3.6

国際交流
の推進

国際交流にあたり、町民の地域理解が向上しているか。 3.0

国際交流協会への支援は充実しているか。 4.0

学校教育
の充実

教育課程の確実な実施・評価・改善に努めているか。 4.4

指導方法と評価方法の工夫・改善に努めているか。 4.0

生徒指導の充実に努めているか。 3.8

健康安全指導の充実に努めているか。 3.6

学校、家庭、地域等関係機関との連携に努めているか。 3.8

国際理解教育の推進に努めているか。 4.0

教育委員会
及び事務局

教育委員会の会議の運営改善に努めているか。 4.0

企画、指導、管理は適切か。 3.8

人事や組織の改善に努めているか。 3.4

学校等の施設の充実に努めているか。 4.8

総平均値（上記 27 項目の評定の平均値） 3.8

※�「評定の平均値」は各教育委員が上記 27 項目について５段階絶対評価
（５:極めて満足��４:満足��３:普通��２:不満��１:極めて不満）で、評定したものの平均値です。

問町教育委員会教育総務課 ☎０５５（２７２）６０９３
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問町総務課
　防災防犯係
☎０５５（２７２）

１１０２

■
町
か
ら
の
お
願
い

・�

自
宅
の
立
木
の
枝
が
道
路
ま
で
伸
び

て
い
る
と
、
除
雪
や
通
行
の
妨
げ
に
な

り
ま
す
、
長
く
な
っ
た
枝
な
ど
は
切
り

落
と
す
な
ど
し
て
下
さ
い
。

・�
道
路
の
除
雪
に
際
し
、
作
業
車
が
自

宅
前
に
雪
を
寄
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

・�

自
宅
の
除
雪
し
た
雪
を
道
路
に
出
す

と
自
動
車
な
ど
の
事
故
の
原
因
に
な
り

ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
２
月
の
大
雪
で
は
、
甲
府
で
観

測
史
上
最
高
の
１
１
４
cm
の
積
雪
を
記

録
し
、
道
路
や
鉄
道
な
ど
交
通
機
関
が

大
混
乱
と
な
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

雪
の
季
節
を
前
に
、
被
害
を
最
小
限

に
す
る
た
め
に
、
備
え
に
つ
い
て
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
大
雪
に
備
え
る
た
め
に

　
昨
年
の
大
雪
で
は
、
県
内
各
地
で

除
雪
用
品
や
日
用
品
が
不
足
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
事
前
に
備
え
、

不
要
不
急
の
外
出
、
車
で
の
移
動
は

禁
物
で
す
が
、
外
出
中
に
大
雪
に
見

舞
わ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
く
こ

と
も
大
事
で
す
。

各
家
庭
で
雪
対
策

・ 

ス
コ
ッ
プ
、
凍
結
防
止

剤
な
ど
の
除
雪
用
具

・ 

流
通
混
乱
に
備
え
、
食
料
、
飲
み
物
、

暖
房
対
策
（
カ
イ
ロ
）、
予
備
電
池
、
懐

中
電
灯
な
ど
を
準
備

・ 

不
要
不
急
な
外
出
は
極
力
控
え
、
ど
う

し
て
も
外
出
す
る
場
合
は
、
ゆ
と
り
を

も
っ
て
出
か
け
る

・ 

早
期
除
雪
は
隣
近
所
の
人
た
ち
と
、
協

力
し
て
行
う

■
除
雪
に
も
注
意
が
必
要

　
雪
道
や
凍
結
路
面
で
転
倒
事
故
に
遭

わ
な
い
た
め
に
、
マ
ナ
ー
を
守
り
、
除

雪
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

雪
が
降
る
季
節
に
な
り
ま
し
た

除
雪
時
の
注
意
点

・ 
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
注
意

・ 
玄
関
の
凍
っ
た
タ
イ
ル
や
敷
石
の
上
は

滑
り
や
す
い
の
で
注
意

・ 

雪
か
き
に
集
中
し
す
ぎ
て
、
周
り
の
状

況
を
見
落
と
し
が
ち
、
車
の
通
行
に
注
意

・ 

体
へ
の
負
担
を
減
ら
す
よ
う
、
雪
か
き

前
に
は
準
備
運
動
を
行
う
。

＊ 

除
雪
を
行
う
際
は
消
火
栓
、
防
火
水
槽

な
ど
の
前
に
雪
を
置
か
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

■
雪
道
の
運
転
の
仕
方

　
雪
道
を
運
転
す
る
際
に
注
意
し
た
い

の
が
ス
リ
ッ
プ
事
故
で
す
。
万
全
の
注

意
を
払
っ
て
い
て
も
、
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ

ル
が
起
こ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

凍
結
路
面
で
の
注
意
点

・ 

交
差
点
は
交
通
量
も
多
く
、
車
の
通
行

で
雪
が
固
ま
り
、
非
常
に
滑
り
や
す
い

状
態
で
す

・ 

急
ブ
レ
ー
キ
は
控
え
、
停
車
位
置
の

手
前
で
余
裕
を
も
っ
て
ポ
ン
ピ
ン
グ
ブ

レ
ー
キ
で
停
車
す
る

・ 

他
の
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、

普
段
の
倍
以
上
の
車
間
距
離
を
と
る

　
ま
と
ま
っ
た
雪
が
降
る
と
、
停

電
や
断
水
、
歩
行
者
に
よ
る
転
倒

事
故
、
交
通
事
故
が
起
こ
る
可
能

性
が
高
ま
り
ま
す
。
昨
年
の
大
雪

を
教
訓
に
町
で
も
早
め
の
対
策
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ま
も
、
雪
に
備
え
た
早
め
の
対
策

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆雪かき五箇条☆

一、準備運動をしっかりと

二、無理をしない

三、周りの状況をしっかり把握

四、気象情報に注意

五、地域みんなで協力

入札参加資格を受けるためには
申請が必要です

　平成 27・28年度に建設業、商工業、測量・
建設コンサルタントなど、町が発注する工事、
物品納入、各種委託業務などの入札参加資格
を受けるためには、『一般競争（指名競争）入
札参加資格審査申請書』の提出が必要です。
　申請を希望される方は、必要書類を確認の
うえ２月末日までに町財政課へ申請書の提出
をお願いします。
　申請様式は国土交通省統一様式、または
町ＨＰからダウンロードして作成願います。

問町財政課管財係☎ 055-272-6091

地区名頭ライン

名前頭ライン

　

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

お
く
や
み
１１月
届出分

（敬称略）

お
め
で
た

結
婚
す
ば
ら
し
い
ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名
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市
川
三
郷
町
で
初
の
名
誉
町

民
で
あ
り
、
村
松
山
妙
学
寺
の

住
職
・
古
屋
智
妙
上
人
が
７
月

14
日
※

遷
化
さ
れ
、
本
葬
儀
が
11

月
21
日
、
当
寺
に
て
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
享
年
１
０
０
歳
で

し
た
。

　
古
屋
智
妙
上
人
は
大
正
４
年

３
月
28
日
に
生
ま
れ
、
昭
和
15

年
９
月
に
日
蓮
宗
村
松
山
妙
学

寺
に
入
山
し
第
26
世
住
職
と
し

て
、
檀
信
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
住
民
の
福
祉
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　
市
川
三
郷
町
に
対
し
て
は
街

路
灯
建
設
や
保
育
所
施
設
の
整

備
、
行
政
推
進
の
た
め
に
多
額

の
寄
付
を
さ
れ
る
な
ど
、
長
年

の
功
績
に
よ
り
平
成
22
年
10
月

22
日
、
本
町
で
初
の
名
誉
町
民

に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
本
葬
儀
の
時
間
に

合
わ
せ
12
発
の
弔
砲
を
打
ち
あ

げ
（
写
真
左
）、
古
屋
上
人
の
遺

徳
を
偲
び
ま
し
た
。

※
遷
化
　
高
僧
が
亡
く
な
る
こ
と

名
誉
町
民

古
屋
智
妙
上
人

本
葬
儀
◀
平
成
22
年
10
月
２
日
、

名
誉
町
民
章
を
授
与
さ

れ
た
古
屋
智
妙
上
人

　

世
界
的
な
和
太
鼓
奏
者
、

和
太
鼓
天
野
流
家
元
の
天
野�

宣
さ
ん
（
甲
府
市
）
が
、
11

月
３
日
死
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
太
鼓
を
上
手
に
た
た
け

る
人
よ
り
も
、
太
鼓
を
叩

く
の
に
相
応
し
い
人
を
育

て
る
」
が
天
野
流
の
原
点
。

天
野
さ
ん
は
平
成
15
年
に

歌
舞
伎
太
鼓
と
出
会
っ
て

以
来
毎
月
、
指
導
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
び
子
曰
く
『
ギ
ャ
グ
や
ダ
ジ
ャ

レ
ば
か
り
の
優
し
い
お
じ
い
ち
ゃ

ん
』
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
永
久

に
生
き
続
け
る
事
で
し
ょ
う
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

和太鼓奏者

天野 宣さん死去
◀
平
成
25
年
８
月
、
三
珠
歌
舞
伎
太

鼓
の
演
奏
に
指
揮
を
振
る
天
野
さ
ん

地区名頭ライン

名前頭ライン

　

※
地
域
名
は
亡
く
な
っ
た
方
の
最
終
住
所
地
で
す

死
亡

氏
　
名

届
出
人

地
　
域

 

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
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